
安
倍
首
相
は
、
自
身
が
憲
法

９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
す
る
案

を
提
起
し
た
こ
と
に
つ
い
て

「
自
衛
隊
員
に
『
憲
法
違
反
か

も
し
れ
な
い
が
何
か
あ
っ
た
ら

命
を
張
っ
て
く
れ
』
と
い
う
の

は
無
責
任
だ
。
そ
う
し
た
議
論

が
行
わ
れ
る
余
地
を
な
く
し
て

い
く
こ
と
が
私
た
ち
世
代
の
責

任
で
は
な
い
か
。
」
と
国
会
で

答
弁
し
、
ま
た
、
自
衛
隊
を
明

記
し
た
場
合
に
も
「
任
務
や
権

限
に
変
更
が
生
じ
る
こ
と
は
な

い
。
」
と
の
考
え
も
示
し
て
い

ま
す
。
本
当
で
し
ょ
う
か
。

９
条
新
３
項
は

２
項
を
死
文
化
す
る

第
９
条
①
日
本
国
民
は
、
正
義

と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平

和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国
権
の

発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ

る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、

国
際
紛
争
を
解
決
す
る
手
段
と

し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄

す
る
。

②
前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、

陸
海
空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、

こ
れ
を
保
持
し
な
い
。
国
の
交

戦
権
は
、
こ
れ
を
認
め
な
い
。

に
加
え
て
、
例
え
ば

③
前
項
の
規
定
に
関
わ
ら
ず
自

衛
隊
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

等
の
条
文
を
書
き
加
え
よ
う
と

す
る
の
が
安
倍
首
相
の
考
え
で

す
。慶

応
大
学
名
誉
教
授
（
憲
法

学
）
の
小
林
節
さ
ん
は
「
私
は

現
憲
法
で
も
自
衛
隊
は
認
め
ら

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」

と
前
置
き
し
た
う
え
で
、
「
首

相
が
書
き
込
も
う
と
し
て
い
る

の
は
、
災
害
救
助
で
評
価
さ
れ

て
い
る
自
衛
隊
で
は
な
い
。
憲

法
違
反
と
し
て
歴
代
政
権
が
認

め
て
こ
な
か
っ
た
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
を
容
認
し
た
『
閣
議

決
定
』
と
、
そ
れ
に
基
づ
く

『
戦
争
法
』
を
実
行
す
る
『
自

衛
隊
』
で
す
。
海
外
で
武
力
行

使
が
で
き
る
事
実
上
の
『
軍
』

な
の
で
す
。
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
「
新
法
は
旧
法
を
改
廃
す

る
」
と
の
原
則
に
立
て
ば
、
新

３
項
に
よ
り
２
項
は
死
文
化
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
。

憲
法
に
は
警
察
も

海
保
も
出
て
こ
な
い

さ
ら
に
小
林
さ
ん
は
「
憲
法

に
明
記
さ
れ
て
い
る
国
の
機
関

は
、
衆
院
、
参
院
、
内
閣
、
最

高
裁
判
所
、
会
計
検
査
院
だ
け

で
す
。
警
察
庁
も
海
上
保
安
庁

も
消
防
庁
も
書
か
れ
て
い
な
い
。

『
行
政
権
』
と
し
て
書
か
れ
て

い
る
だ
け
で
す
。
そ
の
よ
う
な

中
で
憲
法
９
条
に
『
自
衛
隊
』

を
書
き
込
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の

か
。
『
天
下
の
国
軍
』
に
な
り

ま
す
よ
。
文
字
通
り
海
外
で
武

力
行
使
が
で
き
る
国
に
な
る
の

で
す
。
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
て

い
ま
す
。

９
条
改
憲
ノ
ー
の

署
名
を
広
げ
よ
う

今
、
日
本
中
で
「
安
倍
９
条

改
憲
Ｎ
Ｏ
！
」
の
署
名
が
集
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
是
非
広
め
て

く
だ
さ
い
。
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せんしゅうﾋﾟー ｽｱｸｼｮﾝ恒久平和の集い

高遠菜穂子講演会
2018年3月4日(日)13:30～
和泉ｼﾃｨﾌﾟﾗｻﾞ3階ﾚｾﾌﾟｼｮﾝﾎｰﾙ
参加協力費500円（和泉中央駅徒歩５分）

子どもと学校を追い詰める「新学習指導要領」は撤回。｢チャレンジテスト」は廃止。

泉北教組は「ゆきとどいた教育と働きやすい職場を

つくるための人事異動に関する要求書」に基づき、２

月７日、忠岡町教委と交渉を行いました。文書での回

答は、分会に１部ずつお配りしています。

主な回答は以下の通りです。

〇教職員人事については、忠岡町人事基本方針に基づ

き行う。本人の希望については、一定考慮していく。

〇「異動対象者」については、例年どおり、新任６年、

その他は１０年を基本にしている。

〇欠員補充については、大変厳しい状況だが、引き続

き定数配置に向け努力する。

〇「異動対象者」適応除外については、以下の通りと

認識している。

・生後１年未満の子女を育児中のもの。

・休職中及び長期病欠中のもの。

・妊娠中及び、産休中のもの及び高齢者のもの。

尚、高齢者については、今年度末で年齢が58歳以上

のものである。

〇内示日は例年どおり３月下旬である。内示後の交渉

については申し入れがあれば行う。

組合から、希望と合意に基づく人事をお願いして交

渉を終えました。


